
Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ　 　
　　Global Currency Research

三菱東京UFJ銀行金融市場部

　Dynamic　Chart　Weekly
１.ドル円

（A)トレンド系指標 主要なチャートポイント

①移動平均線
↓ トレンド判断 センチメント ボリンジャー上限 95.00

↓ 短期(4vs13週線) 弱気 パラボリックＳＡＲ 93.49

↓ 中期(13vs26週線) 中立 一目:先行スパン② 93.14

→ 長期(26vs52週線) 中立 ５２週線 91.36

②一目均衡表 ③パラボリックシステム １３週線 91.16

売買局面判断 売買局面判断 ２６週線 91.05

売り ＳＡＲ 93.49 一目:基準線 90.98

売り 売り買い判断 売り PIVOTｽﾄｯﾌﾟ&ﾛｽﾎﾟｲﾝﾄ 90.92

売り 一目:転換線 90.31

（B)オシレーター系指標 売買シグナル 一目:先行スパン① 90.30

水準 過熱感 ストキャスティクス 買い PIVOTﾚｼﾞｽﾀﾝｽ(2) 89.82

ＲＳＩ 41.9 なし スロー化ストキャス 売り 6/28高値 89.47

Wｍｓ%R 79.0 なし ＭＡＣＤ 売り PIVOTﾚｼﾞｽﾀﾝｽ(1) 89.23

コメント ４週線 89.08

6/29NY高値 88.93

先週高値 88.71

先週終値 88.65

7/8NY安値 88.00

ボリンジャー下限 87.57

PIVOTｻﾎﾟｰﾄ(1) 87.54

先週安値 87.02

昨年12/2安値 86.59

PIVOTｻﾎﾟｰﾄ(2) 86.44

PIVOTｽﾄｯﾌﾟ&ﾛｽﾎﾟｲﾝﾄ 85.85

Data出所：Bloomberg

　　　　　　　(作成 ： 井野　鉄兵)
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先週は5週ぶりの陽線引け。ボリンジャー下限（87円台半ば）が下支
えとなり反発、4週線（88円後半）に迫る水準まで上昇した。
各種売買指標は「売り」が優勢、オシレーター系指標でも売り、過熱
感はなく地合は弱い。尤も、足型は「陽の大引坊主」と呼ばれる大陽
線に近い。連続下げの後に出れば特に強気に見られる、と暗示される
ことから、今週は4週線がサポートなり上値を追う展開を予想する。
上値の目処は一目均衡表「雲」下限（90円台前半）。
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一目均衡表

RSI、ウィリアムズのR

ボリンジャー・バンド
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2.ユーロドル

（A)トレンド系指標 主要なチャートポイント

①移動平均線
↑ トレンド判断 センチメント 一目:先行スパン① 1.4629

↓ 短期(4vs13週線) 弱気 ボリンジャー上限 1.4164

↓ 中期(13vs26週線) 弱気 ５２週線 1.3862

↓ 長期(26vs52週線) 弱気 一目:先行スパン② 1.3801

②一目均衡表 ③パラボリックシステム 一目:基準線 1.3228

売買局面判断 売買局面判断 ２６週線 1.3172

売り ＳＡＲ 1.1877 5/10高値 1.3095

売り 売り買い判断 買い PIVOTｽﾄｯﾌﾟ&ﾛｽﾎﾟｲﾝﾄ 1.2991

売り PIVOTﾚｼﾞｽﾀﾝｽ(2) 1.2856

（B)オシレーター系指標 売買シグナル 5/11高値 1.2803

水準 過熱感 ストキャスティクス 買い PIVOTﾚｼﾞｽﾀﾝｽ(1) 1.2749

ＲＳＩ 40.0 なし スロー化ストキャス 買い 先週高値 1.2722

Wｍｓ%R 57.9 なし ＭＡＣＤ 買い 先週終値 1.2641

コメント １３週線 1.2629

7/7安値 1.2553

PIVOTｻﾎﾟｰﾄ(1) 1.2507

４週線 1.2491

一目:転換線 1.2486

先週安値 1.2480

6/28高値 1.2398

PIVOTｻﾎﾟｰﾄ(2) 1.2372

PIVOTｽﾄｯﾌﾟ&ﾛｽﾎﾟｲﾝﾄ 1.2265

パラボリックＳＡＲ 1.1877

ボリンジャー下限 1.1751

Data出所：Bloomberg

一目均衡表 　　　　　　(作成 ： 山下正太郎)

- 3/4-

遅行スパン

4週線

13週線

26週線

52週線

基準・転換線

雲

EUR/USD週足チャート
(Data出所：Bloomberg)

1.15

1.25

1.35

1.45

1.55

2006/10/13 2007/05/11 2007/12/07 2008/07/04 2009/01/30 2009/08/28 2010/03/26

4週線

13週線

26週線

52週線

　先週は陽線引け。上昇基調の4週線(1.25絡み)により下値を切上
げられ上昇、13週線(1.26台前半)を回復した。パラボリックは陽転
し地合は改善傾向、オシレーター系の売買シグナルも｢買い｣で揃っ
ていることから、今週も続伸する展開を有力視する。
　目先の上値目処は5/11高値(1.2803)。
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3.ユーロ円

（A)トレンド系指標 主要なチャートポイント

①移動平均線
→ トレンド判断 センチメント 一目:先行スパン① 131.79

↓ 短期(4vs13週線) 弱気 ボリンジャー上限 131.39

↓ 中期(13vs26週線) 弱気 ５２週線 126.64

↓ 長期(26vs52週線) 弱気 一目:先行スパン② 125.67

②一目均衡表 ③パラボリックシステム 一目:基準線 120.84

売買局面判断 売買局面判断 ２６週線 119.92

売り ＳＡＲ 119.49 パラボリックＳＡＲ 119.49

売り 売り買い判断 売り PIVOTｽﾄｯﾌﾟ&ﾛｽﾎﾟｲﾝﾄ 116.96

売り １３週線 115.14

（B)オシレーター系指標 売買シグナル PIVOTﾚｼﾞｽﾀﾝｽ(2) 114.83

水準 過熱感 ストキャスティクス 買い 一目:転換線 114.80

ＲＳＩ 35.8 なし スロー化ストキャス 買い 6/3高値 114.16

Wｍｓ%R 76.9 なし ＭＡＣＤ 売り 6/21高値 113.43

コメント PIVOTﾚｼﾞｽﾀﾝｽ(1) 113.41

先週高値 112.69

先週終値 112.00

４週線 111.23

7/6高値 110.85

PIVOTｻﾎﾟｰﾄ(1) 109.86

先週安値 109.14

PIVOTｻﾎﾟｰﾄ(2) 107.73

7/1安値 107.50

PIVOTｽﾄｯﾌﾟ&ﾛｽﾎﾟｲﾝﾄ 106.31

ボリンジャー下限 105.19

Data出所：Bloomberg

( 作成 ： 山下　正太郎 )
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当資料は相場情報の提供を唯一の目的としたもので、投資勧誘を目的としたものではありません。投資の最終決定は投資家ご自身の判断でなさる

ようにお願いいたします。当資料は信頼できる情報源から得た情報に基づき作成したものですが、その情報の正確性、完全性を保証するものではあ

りません。また、過去の結果が必ずしも将来の結果を暗示するものではありません。当資料は執筆者の見解に基づき作成されたものであり、弊社の

統一された見解ではありません。当資料は使用することにより生ずるいかなる種類の損失についても弊社は責任を負いません。なお、当資料の無断

複製、複写、転送はご遠慮ください。 当方の都合で、本レポートの全部または一部を予告なしに変更することがありますので、予めご了承ください。
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　先週は陽線引け。横這いの4週線(111円台前半)を終値ベースで回
復した。ストキャスティクスは｢買い｣に転じたが、一目均衡表では
｢売り三役｣が点灯中であり、トレンド判断も｢弱気｣と地合は軟調。
今週は反落する展開を有力視する。
　下値目処は7/6安値(110.85)。


